
（４）ジャパンサーチを用いた地域情報発信～
「2020アーバンデータチャレンジ京都：ジャパンサーチ・タウン」実施報告

　青木　和人（アーバンデータチャレンジ2020京都府ブロック）

於： ジャパンサーチを使ってみた！～教育・研究・地域情報発信の現場から

日時：令和3年3月3日（水）15時から17時まで@オンライン
主催：国立国会図書館

出典：国立国会図書館
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自己紹介

青木 和人(Kazuto AOKI)　　博士（文学）

Code for 山城 代表
アーバンデータチャレンジ2020京都府ブロック　事務局
京都オープンデータ実践会 代表
あおきGIS・オープンデータ研究所　代表
京都府立大学 公共政策学部　非常勤講師
立命館大学 歴史都市防災研究所 研究員

e-mail　aokigislab@gmail.com
HP        http://aokigislab.web.fc2.com/
Twitter  ujigis



私達の活動 

 
 

 



Code for 山城って？
 
 

 

 　 

ITによる市民協働（CivicTech)やってます！
出典：code for 山城



地域の知られざる文化・歴史情報を地域の人！自らの手で！
ウィキペディアを通じて情報発信してもらう仕掛けです。
公共図書館さんと連携して、新たな図書館の活用、
人が集う公共図書館をめざした活動をしています。  

ウィキペディアタウンって？

成果発表ウィキペディア
記述

Wikipedia
の作成講習

地域資料を
出典として記述

まちあるきにて現地調査

出典：code for 山城

出典：ウィキペディア 出典：ウィキペディア



ウィキペディア・タウン　in 関西館

関西の地域団体さんにお
集まりいただき、みんなで
ウィキペディアを編集しま
した！

出典：code for 山城



京都府立南陽高等学校平成２８年度サイエンス夏季プログラム社会実習

ウィキペディア・タウン　by 南陽高校

精華町ふるさと案内人
の会の協力による
まちあるき

昔からの地域のこと
を古い世代から
若い世代に伝えて
もらい
↓
若い世代が地域文
献で検証した上
で、ウィキペディア
に
執筆して、　→
↓
若い世代が
地域のことを
インターネットを通
じて伝えてもらう！

出典：code for 山城

出典：ウィキペディア



アーバンデータチャレンジとは？

出典：アーバンデータチャレンジ実行委員会事務局「アーバンデータチャレンジとは」
https://sekilab.iis.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2015UDC_B1.pdf



2019アーバンデータチャレンジ京都 
in NDL関西館 アイディアソン・ハッカソン

出典：2019UDC京都「2019アーバンデータチャレンジ京都  in NDL関西
館 ハッカソン」- connpass https://udc-kyoto.connpass.com/event/191672/ 

出典：国立国会図書館出典：京都府オープンデータ
ポータルサイト

出典：京都市オープンデータ
ポータルサイト



 
 

 

 　 
2019アーバンデータチャレンジ京都 
in NDL関西館 アイディアソン・ハッカソン

NDLのGLAMデータや自治体オープンデータを
活用したサービスのアイデアを練り、
実際にアプリケーションやツールを試作しました。

出典：2019UDC京都「2019アーバンデータチャレンジ京都  in NDL関西館 ハッカソン」- connpass 
https://udc-kyoto.connpass.com/event/191672/ 



 
 

 

 　 アーバンデータチャレンジ2019ファイナル

アーバンデータチャレンジ2019ファイナル！ に
て、チームれはっち「あっちこっち れはっち！」が
国立国会図書館賞を受賞しました！

出典：国立国会図書館「データ活用例の紹介  | NDLラボ 」https://lab.ndl.go.jp/data_set/usecase/ 

おめでとう
ございます
(^_^)！



ジャパンサーチを 
活用した活動 

 
 

 



 
 

 

 　 大井さんがジャパンサーチ・タウン構想を。

出典：大井将生 (2019) 「ジャパンサーチの教育利活用を促進するためのキュレーションと学習デザインの提案」  
https://lab.ndl.go.jp/dataset/editathon/20191130_oi.pdf

呼んだ？！

出典：青木和人



 
 

 

 　 

UDC2020年では国立国会図書館さんと共催で
日本初！！（世界初！？当たり前か。）
ジャパンサーチ・タウンを開催しました！

日本初！！ジャパンサーチ・タウン開催

出典：国立国会図書館
出典：2020UDC京都 「ジャパンサーチ・タウン（オンライン開催）」  - 
connpass https://udc-kyoto.connpass.com/event/191672/ 



アーバンデータチャレンジ京都 in NDL関西館　
ジャパンサーチ・タウン　vol.1　＆　vol.2　

2020年10月31日（土） 10:00〜17:00 @オンライン
2020年12月  5日（土） 10:00〜17:00 @オンライン
主催：アーバンデータチャレンジ2020 京都府ブロック、国立国会図書館

ジャパンサーチ・タウンで
は、 
ジャパンサーチが連携する 
日本国内のGLAMデータを 
利用して、 
ワークスペース機能や
API機能により、
キュレーション作品やアプリ 
を試作しました。

出典：2020UDC京都 「ジャパンサーチ・タウン（オンライン開催）」  - connpass 
https://udc-kyoto.connpass.com/event/191672/ 



アーバンデータチャレンジ京都 in NDL関西館　
ジャパンサーチ・タウン　vol.1　＆　vol.2　

出典：国立国会図書館・ 2020アーバンデータチャレンジ京都：ジャパンサーチ・タウン  | NDLラボ 
https://lab.ndl.go.jp/event/udc2020/ 



 
 

 

 　 
GLAMコンテンツを”まち”でキュレーションする
ジャパンサーチ・タウン！

出典：国立国会図書館「ジャパンサーチのコンテンツ・キュレーション機能紹介」
https://lab.ndl.go.jp/pdf/event/UDC2020_JPS.pdf

マイノートを共同で編集する
ワークスペース機能により
キュレーション作品を試作し
ました！



活動成果 

 
 

 



成果　竹文化チーム

出典：国立国会図書館・アーバンデータチャレンジ 2020京都府ブロック・竹文化チーム



成果　けいはんな地域の偉人チーム

出典：国立国会図書館・アーバンデータチャレンジ 2020京都府ブロック・けいはんな地域の偉人チーム



成果　API開発チーム

出典：国立国会図書館・アーバンデータチャレンジ 2020京都府ブロック・  API開発チーム



ジャパンサーチへの要望 

 
 

 



ジャパンサーチ・コンシェルジュさんがいるといいなー。

チャットボットとかでもいいかも。 
CivicTechで作ってみるか？？ 

出典：J o - Photo taken by J o., CC 表示-継承 4.0, 
https://commons.wikimedia.org/w/index.php?curid=50201216による

出典：D J Shin, CC BY-SA 3.0 
<https://creativecommons.org/licenses/by-s
a/3.0>, via Wikimedia Commons

コンシェルジュ



今後の活用可能性 
これからやりたいこと！ 

 
 

 



地域を巻き込んだジャパンサーチ・タウン！
地域の公共図書館や郷土史家、歴史ボランティアガイド、
高校生たちによるジャパンサーチ・タウンの開催！！

出典：国立国会図書館・アーバンデータチャレンジ 2020京都府ブロック 出典：code for 山城


